(YITP-W-07-08)

研究会報告

「2007年度第53回原子核三者若手夏の学校」

　「原子核三者若手夏の学校」は、毎年夏に全国の素粒子、原子核、高エネルギー物理学の研究している大学院生を主な対象とした滞在型の研究会です。夏の学校の企画運営は年度毎に決められた役職校の大学院生によって行われています。
　原子核三者若手は、2007年度夏の学校を以下の内容で開催致しました。

開催日程： 2007年8月20日～8月25日

開催地：　 長野県下高井郡木島平村 ホテル パノラマランド木島平
参加人数： 学生237人、講師（PD含む）11人

－プログラム－

8/20  18:30-22:00　 三者共通講義
素粒子論パート

　　　8:45-12:00　13:30-16:45  18:30-22:00
8/21    講義A　 パート総会   研究会A
8/22    講義A    Excursion    懇親会(19:00~)

8/23　　講義B    三者総会    講義B

8/24    講義C    研究会B    研究会C

8/25　　講義C

原子核パート

　　　8:45-12:00　13:30-16:45  18:30-22:00
8/21    講義A　 パート総会   研究会A
8/22    講義A    Excursion    懇親会(19:00~)

8/23　　講義B    三者総会    研究会B

8/24    講義B    講義C    　研究会C

8/25　　講義C

高エネルギーパート

　　　8:45-12:00　13:30-16:45  18:30-22:00
8/21    講義A　 パート総会   研究会A
8/22    研究会C  Excursion    懇親会(19:00~)

8/23　　講義B    三者総会    研究会B

8/24    講義B    

素粒子論パート講義（講師・題名）
・A 船久保公一 (佐賀大学)「宇宙のバリオン数生成」　
  ・B 今村洋介 (東京大学)  「弦理論とゲージ理論の双対性」 
　・C 中津了勇 (大阪大学)  「超対称ゲージ理論の展開」　
原子核パート講義

・A 飯田圭(高知大学)     「高密度物質における相転移現象」
  ・B 板垣直之(東京大学)   「軽い核構造研究の概観と最近の進展」
　・C 小沢恭一郎(東京大学) 「クォーク・グルーオン・プラズマ探索実験の現在と未来」
高エネルギーパート講義

・A 蓑輪眞(東京大学)  「暗黒物質探索実験」　
・B 竹下徹(信州大学)  「ILCで宇宙開闢に迫る」　
素粒子論パート研究会

・A(talk)

山津直樹(九州大学/M2) 「Supersymmetric Standard Model with SU(1,1) horizontal symmetry」 
荒木威(金沢大学/D3)   「Introduction to Non-Abelian Discrete Flavor」　
安達裕樹(神戸大学/D1) 「ゲージ-Higgs模型における異常磁気モーメントの有限性について」


・B(talk)
平田朋義(京都大学/D2)  「Higher Derivative Correction to Hawking Radiation」 
宝利剛(大阪市立大学/D1)「Geodesic Integrability of Kerr-NUT-dS Black Holes」 
石原雅文(九州大学/D1)  「Flavor quarks in AdS_4 and gauge/gravity correspondence」 
大谷聡(神戸大学/D1)    「高次元ゲージ理論／重力理論に潜む超対称性について」 
・C(poster)

村田仁樹(京都大学/M2)  「Baryons in holographic QCD with N_f=3」 
柴正太郎(東京大学/D1)  「droplet ansatz に基づく IIB 型超重力理論の BPS 解の解析」 
八木太(東京大学/D3)    「ADEクイバーとバリオン演算子」 
原子核パート研究会

・A(talk)

武智麻耶（理化学研究所/PD） 「中間エネルギー領域における反応断面積エネルギー依存性と不安定核核子密度分布」

堀内渉（新潟大学/D1）      「現実的核力を用いた2核子運動量分布の解析」

菊地右馬（北海道大学/M2）　「Borromean系における3体クラスター構造と反応機構」

角剛典（九州大学/M2）    　「核内2核子散乱の運動学を考慮した(p,2p)反応のDWIA解析」

柏浩司（九州大学/D1） 「相転移に対してNambu-Jona-Lasinio模型における高次相互作用が及ぼす影響」

・B(talk, poster)

村上貴臣（北海道大学/M1） 「Brueckner-ADM+GCMによる4Heの研究」

鈴木信彦（大阪大学/D1）   「核子共鳴と散乱振幅の解析的構造」

山本一幸（甲南大学/D2）   「酸素同位体における低エネルギー中性子捕獲反応」

岡本誠一（大阪市立大学/M2） 「陽子非弾性散乱をプローブとした不安定核構造研究」

浜田政智（九州大学/D1）　 「クォークプロパゲータと閉じ込め・非閉じ込めの関係」

山廣真之（東京理科大学/M1） 「P-state of Charmed Strange Meson」

・C(talk)

永廣秀子（大阪大学核物理研究センター/PD） 「有限密度におけるハドロンの性質と中間子原子核生成」

松宮浩志（北海道大学/M1） 「チャネル結合ADMを用いたΞハイパー核の研究」

関原隆泰（京都大学/M2） 「Chiral Unitary ModelにおけるΛ(1405)の電磁気的性質」

大庭広士（新潟大学/D2） 「変形Skyrme-HFB法による中性子過剰Ti,Fe,Cr同位体の変形機構の解析」

岩崎照平（新潟大学/D2） 「中性子過剰酸素同位体の反応断面積計算に向けて」
高エネルギーパート研究会

・A(talk)

栗本謙（名古屋大学/卒研生）「TOP COUNTER (Time of Propagation)」

東貴俊（佐賀大学/D１）「液体キセノンを用いた飛跡検出器の整電部設計」

目黒立真、秦野博光（筑波大学/D１）「ATLAS実験次期計画のための高放射線耐性シリコン検出器の開発」

望月亜衣（筑波大学/M2）「SOI技術を用いたmonolithic pixel検出器の開発(陽子線照射実験)」

鈴木康文（名古屋大学/M1） 「MCP-PMT 量子効率の面一様性の測定」

・B(talk)

草野智則（東北大学/M１）「B中間子によるCPの破れの研究」

堀井泰之（東北大学/M２）「Belle実験、CP非保存角phi3測定」

川向裕之（京都大学/M２）「T2K実験とINGRID」

中竜大（名古屋大学/M２）「高分解能原子核乾板ＮＩＴによる宇宙暗黒物質探索実験」

西原一幸（東京大学/M２）「o-Psを用いたＣＰ対称性の破れ探索」

和山正志（名古屋大学/D１）「OPERA ～Oscillation Project with Emulsion Tracking Apparatus～」

・C(talk)

中村友哉（東京大学/M２年）「ILC最終収束系のための空洞型ビーム位置モニターの開発研究」

山中隆志（東京大学/M１） 「ILCのためのビームサイズモニタの研究・開発」

山崎秀樹（筑波大学/M２） 「GLDカロリメータの読み出しに用いられる光検出器MPPCの性能評価」

須藤裕司（筑波大学/M１）「1600-pixel MPPC の応答曲線」

伊藤和俊（東北大学/M1）「ILCでの衝突点ビームプロファイルモニタのシミュレーション」

吉岡哲平（名古屋大学/M２） 「Fermilab E653再解析」
世話人（大学別）
（北海道大学）中山真作、椿原康介、山下 博史
（新潟大学）大庭広士、冨田 哲也
（金沢大学）中村悟史、土谷 暁人    

（東京工業大学）長島崇行、三輪貴志 

（九州大学）石原雅文
（名古屋大学）井本稔也、木村 康二 

（大阪大学）谷田寛明、鈴木信彦、伊田 祥吾
（東京大学）西山陽大、山本 直希、服部 恒一
（筑波大学）斉藤卓、上田 悟、皆川 恵理子、山崎秀樹、望月 亜衣
（お茶の水女子大学）南崎 梓
　原子核三者若手夏の学校を開催するにあたり、基礎物理学研究所、素粒子論グループ、日本物理学会、大阪大学核物理研究センター、原子核談話会、高エネルギー研究者会議より後援、協賛を頂きました。この場を借りて御礼を申し上げます。
